
市
内
小
学
校
が
10
校
で
、
２

３
０
５
万
８
０
０
０
円
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
生
ご
み
処
理
機

を
導
入
す
る
た
め
の
初
期
費

用
や
維
持
管
理
費
用
等
が
発

生
す
る
と
共
に
、
先
生
や
児

童
、
給
食
調
理
員
な
ど
、
人

的
労
力
が
か
か
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
算
出
し
た

額
面
が
直
接
の
費
用
対
効
果

額
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
添

え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
本
市
の
医
療
資
源
に
つ
い

　

て

　

小
学
校
の
学
校
給
食
だ
が
、

仮
に
１
日
30
キ
ロ
の
生
ご
み

が
小
学
校
で
出
さ
れ
、
例
え

ば
、
生
ご
み
処
理
機
を
導
入

し
て
学
校
で
全
量
を
資
源
化

し
、
焼
却
処
理
し
な
い
場
合

の
処
分
費
用
を
聞
き
た
い
。

　

【
経
済
環
境
部
長
】
小
学

校
の
給
食
残
渣
の
処
理
費
用

に
つ
い
て
、
単
純
に
計
算
す

る
と
、
１
日
１
校
当
た
り
30

キ
ロ
で
、
給
食
が
提
供
さ
れ

る
日
が
年
間
１
８
３
日
、
収

集
運
搬
お
よ
び
処
分
の
費
用

が
10
キ
ロ
当
た
り
４
２
０
円
。

　

【
学
校
教
育
担
当
部
長
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
す
仕
組

み
で
あ
る
。
学
校
と
地
域
で
、

育
て
た
い
子
ど
も
像
を
共
有

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
改
訂
に
向
け
た
地
区
別
住

民
意
見
交
換
会
が
各
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
が
、
地
域
集

会
所
、
児
童
館
、
福
祉
館
等

の
建
物
に
関
す
る
意
見
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
聞
き
た
い
。

　

【
行
政
経
営
担
当
部
長
】

　

地
区
別
住
民
意
見
交
換
会

で
は
、
個
別
の
施
設
の
状
況

等
も
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
頂
戴
し
た
。
今
後
の

見
直
し
の
方
向
性
の
素
案
に

お
い
て
、
地
域
住
民
が
自
主

　

若
手
保
育
士
を
育
成
し
よ

う
と
現
場
は
思
っ
て
い
て
も
、

仕
事
の
や
り
が
い
、
面
白
さ
、

責
任
感
を
感
じ
る
前
に
待
遇

面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

辞
め
て
し
ま
い
、
な
か
な
か

人
材
が
育
た
な
い
と
現
場
で

は
苦
労
し
て
い
る
。
ど
う
す

れ
ば
、
保
育
士
の
待
遇
改
善

を
図
り
、
質
の
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
聞
き
た
い
。

　

日
常
生
活
用
具
の
給
付
に

つ
い
て
、
暗
所
視
支
援
眼
鏡

は
高
額
な
た
め
、
視
覚
障
が

い
者
は
購
入
に
踏
み
切
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
他
市

で
は
、
一
部
補
助
し
、
給
付

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

本
市
に
お
い
て
給
付
ま
た
は

購
入
費
を
一
部
補
助
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

【
保
健
福
祉
部
長
】
暗
所

視
支
援
眼
鏡
は
、
平
成
30
年

よ
り
販
売
さ
れ
た
眼
鏡
型
の

支
援
機
器
で
、
日
常
生
活
用

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を

育
む
一
つ
の
仕
組
み
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
が
、
導
入
に
伴
い
、
教
育

委
員
会
と
し
て
地
域
の
住
民

に
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
聞

き
た
い
。

光
風
会

空
家
問
題
解
決
に
向
け
、
対
策
の

た
め
の
協
議
会
の
設
置
を

越
水　

崇
史

日
本
共
産
党

公
共
施
設
に
つ
い
て
市
民
の

要
望
に
ど
う
応
え
る
か

宮
脇　

俊
彦

い
せ
は
ら
未
来
会
議

可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

安
藤　

玄
一

　

【
都
市
部
長
】
令
和
３
年

度
の
実
態
調
査
で
は
、
国
の

指
針
の
特
定
空
家
等
の
基
準

に
該
当
す
る
空
き
家
は
な
か

っ
た
た
め
、
現
時
点
で
は
協

議
会
の
設
置
や
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
は
実
施
し
て
い

な
い
。
今
年
度
は
、
現
在
、

空
き
家
の
実
態
調
査
を
実
施

中
で
、
調
査
の
結
果
、
国
の

指
針
の
特
定
空
家
の
基
準
に

該
当
す
る
空
き
家
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
ま
た
、
長
期
間

適
切
な
管
理
が
で
き
て
い
な

い
空
き
家
が
増
加
傾
向
の
場

合
に
は
、「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
規
定
す
る
「
空
家
等
対
策

計
画
」
な
ど
の
策
定
や
協
議

会
の
設
置
が
、
そ
れ
ら
の
空

き
家
の
対
応
に
効
果
が
あ
る

の
か
、
他
市
の
状
況
等
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
伊
勢
原
市
ご
み
処
理
基
本

　

計
画
に
つ
い
て

ほ
か

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
、
協
議
会
を
設
置
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す
る
考
え
は
あ
る
の
か
見
解

を
聞
き
た
い
。

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
の
た
め
に
、
連
携
、
協

働
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
内
の
小
中

学
校
で
、
保
護
者
お
よ
び
地

域
住
民
に
、
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
や
学
校
周
辺
の
環

境
整
備
、
稲
作
な
ど
の
体
験

活
動
等
の
協
力
が
あ
っ
た
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
責
任
を
持
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
と

い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
活

動
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
教
育
委
員
会
と
し
て
は

期
待
し
て
い
る
。

　

【
子
ど
も
部
長
】
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
国
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
保
育
士
の
業
務
負
担

を
軽
減
し
、
保
育
士
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
働
き
や

す
い
保
育
環
境
を
各
施
設
が

維
持
拡
充
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
る
と
共
に
、

保
育
士
確
保
の
取
り
組
み
を

的
な
活
動
を
行
う
施
設
と
し

て
地
域
の
活
動
に
使
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
新
耐
震
基
準

を
満
た
し
、
今
後
の
使
用
が

可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

地
元
自
治
会
へ
の
譲
渡
を
協

議
し
、
地
域
に
お
い
て
管
理

運
営
し
て
い
た
だ
く
方
向
性

と
し
て
い
る
。
地
域
集
会
所

等
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
地
域
と
の
対

話
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
自

治
会
と
丁
寧
に
協
議
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
の
改
定

　

案
に
つ
い
て

具
の
対
象
品
目
と
し
て
扱
う

自
治
体
も
増
え
て
き
て
い
る
。

近
隣
市
に
お
い
て
も
視
覚
障

が
い
者
用
拡
大
読
書
器
と
し

て
、
給
付
を
行
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
購
入
に
関

す
る
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、

近
隣
市
と
同
様
、
日
常
生
活

用
具
の
対
象
品
目
、
視
覚
障

が
い
者
用
拡
大
読
書
器
と
し

て
取
り
扱
い
が
可
能
と
考
え

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

　

方
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

　

支
援
に
つ
い
て

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進
に
は
、
電
動
車
等
の

普
及
促
進
が
大
切
な
取
り
組

み
と
考
え
る
。
今
後
の
電
動

車
等
普
及
に
つ
い
て
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

　

【
経
済
環
境
部
長
】
電
気

自
動
車
の
充
電
器
は
、
県
内

で
約
９
０
０
か
所
、
市
内
は

12
か
所
設
置
さ
れ
、
水
素
自

動
車
の
供
給
設
備
は
県
内
に

16
か
所
、
市
内
は
１
か
所
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
に
電
気
自
動
車
急
速
充
電

器
を
２
か
所
設
置
し
て
い
る
。

　

国
が
乗
用
車
の
新
車
販
売

で
電
動
車
を
１
０
０
％
と
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
民
間

企
業
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
継
続
を
推

進
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

電
動
車
等
へ
の
転
換
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
に
有
効
な
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
み
ん
な
の
努
力
で
環
境
に

　

や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
る

　

に
つ
い
て

創
政
会

現
県
道
６
０
３
号
に
つ
い
て

舘　
　

大
樹

創
政
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
で
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

長
嶋　

一
樹

い
せ
は
ら
未
来
会
議

保
育
士
の
待
遇
改
善
を
図
り

保
育
の
質
の
向
上
を橋

田　

夏
枝

公
明
党

配
慮
を
要
す
る
高
齢
者
及
び

障
が
い
者
の
支
援
拡
充
を

中
山

真
由
美

　

昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

上
昇
等
の
中
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
導
入
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行

く
の
か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
経
済
環
境
部
長
】
現
在
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
等

に
よ
り
、
電
気
料
金
の
高
騰

が
続
い
て
お
り
、
小
売
電
力

事
業
者
全
般
に
お
い
て
、
電

気
料
金
の
値
上
げ
や
新
規
申

し
込
み
の
停
止
、
事
業
撤
退

等
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
公

共
施
設
に
お
い
て
は
、
安
定

的
に
電
力
供
給
が
可
能
な
小

売
電
力
事
業
者
と
の
契
約
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
電
力
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
、
安
定
し

た
電
力
供
給
が
見
据
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

電
力
と
の
契
約
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
、
本
市
に
お

い
て
有
効
と
な
る
施
策
に
つ

な
が
る
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
学
校
給
食
に
つ
い
て

進
め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善

と
質
の
高
い
保
育
の
提
供
に

努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
医
療
的
ケ
ア
児
等
及
び
そ

　

の
家
族
に
対
す
る
支
援
に

　

つ
い
て

　

県
道
６
０
３
号
は
新
県
道

の
整
備
、
開
通
に
伴
い
、
市

道
へ
の
移
管
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
交
通
安
全
上
の
長
年

の
課
題
解
決
と
不
安
の
解
消

に
向
け
て
、
地
元
自
治
会
が

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地

域
住
民
の
関
心
は
高
く
、
事

の
推
移
を
見
て
い
る
中
、
移

管
に
よ
り
、
県
か
ら
市
に
所

有
者
、
管
理
者
が
代
わ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に

対
す
る
説
明
責
任
が
あ
る
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
土
木
部
長
】
新
県
道
の

計
画
に
つ
い
て
の
説
明
等
は
、

施
行
主
体
と
な
る
神
奈
川
県

に
お
い
て
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
へ
行
っ
て
い
る
が
、

市
に
お
け
る
旧
道
移
管
に
伴

う
説
明
等
は
、
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
な
い
。
新
県
道
の

完
成
後
に
は
旧
県
道
の
移
管

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
が
、

県
の
旧
道
処
理
要
領
に
基
づ

く
移
管
協
議
や
道
路
法
に
基

づ
く
所
定
の
手
続
き
が
速
や

か
に
実
行
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
調
整
を
進
め
て
い
く
。

創
政
会

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
組

米
谷　

政
久

神
奈
川
ネ
ッ
ト

公
共
施
設
・
事
業
所
・
住
宅
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
導
入

土
山

由
美
子


